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「平和を求め聖なる者となる」 
 
ヘブライ⼈への⼿紙 12 章 14 節ー 
14 すべての⼈との平和を、また聖なる⽣活を追い求めなさい。 
聖なる⽣活を抜きにして、だれも主を⾒ることはできません。  
15 神の恵みから除かれることのないように、また、苦い根が現れてあなたがたを悩まし、 
それによって多くの⼈が汚れることのないように、気をつけなさい。  
16 また、だれであれ、ただ⼀杯の⾷物のために⻑⼦の権利を譲り渡したエサウのように、 
みだらな者や俗悪な者とならないよう気をつけるべきです。  
17 あなたがたも知っているとおり、エサウは後になって祝福を受け継ぎたいと願ったが、 
拒絶されたからです。涙を流して求めたけれども、事態を変えてもらうことができなかったのです。 
＊＊＊＊＊ 
この箇所のテーマは明確ですね。 
平和を求めつつ⽣きること、平和を作り出す⼈になるように 
というのと 
「聖なる⽣活を追い求めなさい」という姿勢を⼤切に⽣きることです。 
 
1）すべての⼈との平和を追い求めなさい 
 
イエス様は⼭上の説教の中で「9 平和を実現する⼈々は、幸いである、 
その⼈たちは神の⼦と呼ばれる。」（マタイ 5 章 9 節）と教えました。 
平和、和解、を求めて⽣きることの⼤切さについて、私たちは頭の中では 
理解しており、合意しているのだと思います。ところが実⽣活においては 
なかなか平和の合意を得ることができないような気分になってしまうことがあります。 
極論すれば「ごめんなさい」「ありがとう」をきちんと伝えることができないのです。⾃分の問題ではな
く相⼿の態度や問題で状況が拗（こじ）れているのだと 
思い込む習慣を私たちは持ってしまっているかもしれません。本⼼から「ごめんなさい」も「ありがとう」
も⾔いにくい空気の中で⽣活していませんか？ 
 
イエス様のお名前のひとつに「平和の君」という名があります。イザヤ書の預⾔の⾔葉のひとつです。 
イエス様は神様と⼈間、そして⼈間同⼠の間に平和をもたらそうと⼗字架の上で 
苦しみ、私たちの存在⾃体が作り出す罪、反抗⼼、わだかまりなどのすべてを引き受けて処分してくださ
いました。 
それによって、互いの間に「平和がもたらされるように」状況を整えてくださったのです。 
キリストの平和がまず、⾃分と神様との間の平和として受け⼊れられ、⾃分⾃⾝の⼼の平和として受け



⽌められ、⾃分と他者との間に⽣まれていたわだかまりを粉砕する⼒のある平和がすでに与えられてい
るとわかると、もう少し素直にごめんなさい、が⾔えるかもしれません。 
 
ジョン・レノンが亡くなるずっと前、奥さんのオノヨーコさんのコメントが新聞に掲載されていました。
彼⼥の前衛芸術の原動⼒は「怒り」にあるとそのときオノヨーコさんは語っていました。それを読みなが
ら、私は、⾟いだろうなぁと思いました。 
しかし、その後ジョンさんが暗殺されてしばらくしてから、やはりヨーコさんのコメントが新聞に掲載
されていましたが、驚きました。。彼⼥はジョンさんを失ってから⾃信をなくし、茫然⾃失という感じだ
ったようですが、それまでの「怒り」を原動⼒にすることをやめて「祝福する」(Bless)ことを思いの中に
浮かんでくる⼈たちに告⽩してみようと思ったのだそうです。彼らの名前が浮かんだら、「OOさん祝福
します」と⾔ってみる決⼼をしたのです。すると、不思議にもわだかまりが消え、恐れや不安も減少し、
⼼⾝ともに健康になってきたと書かれていました。 
 
「平和」と⾔う概念を戦争や争いのない関係のなかの雰囲気だけにとらわれず 
その⼈が「個⼈でも、仲間や家族としても⼼地よく、うれしい気持ちで⽣きられる」 
ことまでを含んで平和を考えるなら、祝福しますという意識はとても重要な意味を持つと思います。 
私たちは神様からの祝福をイエス様を通して受け取っていますので、⼼の中で「神様の祝福があります
ように」という思いをこめて誰かのために告⽩し、祈れたら素晴らしいと思います。 
 
2）聖なる⽣活を求めつつ⽣きる 
ペトロはその⼿紙の中で 
「召し出してくださった聖なる⽅に倣って、あなたがた⾃⾝も⽣活のすべての⾯で聖なる者となりなさ
い。」（ペトロ第⼀ 1 章 15 節）と書きました。 
この「聖なる」という表現には「罪のない」とか「罪から離れた」という意味が含まれています。倫理的
な意味での、正しさ、清さを求めつつ⽣きるという姿勢です。 
神様が嫌う、⾏動、態度、発⾔、を極⼒離れる意識で⽣きるという姿勢です。 
しかし、これは案外、私たちを律法主義の中に閉じ込めてしまう可能性があります。 
あまりに、そのことばかりを気にしすぎるあまり、良いと思うことが萎縮してしまってできなくなって
しまうのです。これをやったら、神様に叱られると⾔う意識ばかりが育つと、神様が喜ぶ⽣き⽅について
も消極的になってしまうことが多いのです。いわゆる「事なかれ主義」に落ち込むのです。 
 
「聖なるもの」という表現の中には「選び分けられたもの」という意味もあります。 
これがとても⼤事なのです。私たちは神様に、選び出され、この社会で神様の所有の⺠として⽣きるよう
に送り出されているのです。 
たとえば、⼀国の⼤使は任命された外国の地で「本国の利益」「本国のために有益な⾔動」に全神経を集
中させます。 
実はこういう意識を⼤切にしながら⽣きるということが⼤いに求められているのです。これこそが「聖
なるもの」の⼤切なあり⽅なのです。パウロは私たちはキリストの「使者の務め」と⾔っていますが、こ



れは「⼤使の務め」です。 
「ですから、神がわたしたちを通して勧めておられるので、わたしたちはキリストの使者の務めを果た
しています。キリストに代わってお願いします。神と和解させていただきなさい」（コリント第⼆ 5 章 20
節） 
 
その際、私たちはこの「聖なるものとされて、選び分けられ、遣わされている」⾃分を謙遜に受け⽌め、
栄誉ある⽴場に⽴たせていただけていることを感謝しながら 
⽣きる姿勢が求められています。 
謙遜さが重要な役割を担うのです。そうでないと、すべて「私は選ばれた神の⺠、あなたは神を知らない
罪⼈」という上から⽬線での関わりしかできなくなってしまいます。 
 
旧約聖書に出てくるエサウは、⾃分が⻑⼦であり、祝福を相続できる⽴場であることを⼤事なことと考
えず、その場で、その時、美味しいものが⾷べられればそれで良いと考えて⾏動したため、⼤失態を招き
ました。強いて⾔えば、聖なる者としての⽴場を忘れ、ひとときの空腹を満たすために、その権利を投げ
捨ててしまったのです。 
そんな失敗はエサウだけで⼗分なのです。 
「神に選ばれ、地上にキリストの⾹りを放ちながら⽣きていくように遣わされている私がここにいます」
という意識を明確にイエス様に知っていただきましょう。 
 
＊＊＊＊ 
MACF 礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/cvlJu_bZQig 
 
 

https://youtu.be/cvlJu_bZQig

